
 

 

 

 

お天気の心配を吹き飛ばし 盛大に運動会開催 
 

週のはじめの天気予報では、前日３１日（金）の早く

に雨が上がる予定でしたが、実際には一日中雨が降り

続き、校庭には大きな水たまり…。１日（土）の運動会の

開催が危ぶまれましたが、時間を遅らせ種目数を減ら

し、PTAの方の協力を得て校庭整備を行い、何とか予

定通り１日（土）に盛大に運動会を開催することができ

ました。再三の変更にもかかわらず温かいご支援ご協力をいただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田市立長小学校 

学校だより 

令和６年６月６日 

 

夢を紡ぎて 

１・２年生 「玉入れダンス」 

「チェッコリ」の音楽に合わせてかわいく踊る１・２年生。見

ている周りの人をずっと笑顔にしてくれました。いざ玉入れ

が始まると、かごに吸い込まれるように玉が入っていきまし

た。お見事！！ 

ダンスから始まり玉入れ競争まで、一人ひとりが笑顔で楽

しく全力で取り組み、自己発揮する姿を見せてくれました。 

５・６年生「騎馬戦」 「感謝の花」 

大トリの５・６年生。旗の音とキレのある動きが観客を魅了しました。組

体操は一人ひとりの技、そして集団の動きの美しさが際立ちました。後半

には緊張感のある大技が表現され、会場が息をのみながら見入っている

のがわかりました。大技は痛さも伴います。上の人は下の人を思い、下の

人は上の人を思い、気持ちが一つになると完成します。仲間がいるからこ

そ、より豊かな自己発揮を見ることができたのではないでしょうか。騎馬

戦も目玉の一つ！！見ごたえがありました。 



 

 

 

 

 
 

・・・・・・・・・学校行事 エトセトラ・・・・・・・ 
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★上田警察署より「我が家のセーフティーリーダー」として委嘱されました。「気持ちのよい挨拶をする」、「家族 

の安全を考える」、「学校や社会のルールを守る」など、出来ることから取り組んでいこうという取り組みで 

す。 

  ★6年生を中心にプール清掃を行い、きれいになったプールで 24日（月）から水泳学習が始まります。 

事故やけがなく水泳の学習を進めていけますようご協力お願いします。 

   

★運動会終了後、アンケートにたくさんの声をお寄せいただきありがとうございました。運動会練習期間

中のご家庭でのお子さんの様子を知り、子どもたちは絶え間なく全身全霊で運動会に取り組んでいた

こと、そして、家庭で子どもたちのがんばりを受け止めて応援していただいているからこそ、学校で頑

張ることができていたことがわかり、家庭と学校とが両輪となって子どもに関わることの価値の大きさ

を改めて感じることができました。今後も、子どもたちが夢中になってがんばれる（自己発揮できる）営

みを、子どもたちと、そして、ご家庭の皆様と共に生み出していけるよう取り組んでまいります。アンケ

ートはホームページに掲載していきます。ご覧ください。                                                  

文責：教頭（武田） 

３・４年生 「ダンス de信濃の国」 

長野と言えば…？ 

長野県を代表するヒト・モノ・コトがそれぞれに T シャツに表現

されていました。みんな違う T シャツを見ているだけでも楽し

くなしましたが、ダンスも圧巻。「私はこう踊りたい！ぼくはこ

う踊るんだ！！」と、一人ひとりの思いが溢れる自己発揮ダン

スでした。最後はみんなの思いが一つになった素敵な華が校

庭に咲きました。 

5 月 18 日（土）に PTA 作業を行いました。朝早くにも関わらず大勢

の皆様にご参加いただき、環境を整えていただくことができました。ご協

力ありがとうございました。 

また、上田市消防団長分団の皆さんが校庭を使わせていただくの

で、と草刈りをしてくださいました。ありがとうございました。地域の皆様に

お支えいただきよい環境のもと運動会を行うことができました。 

 

5/17「我が家のセーフティーリーダー委嘱式」    プール清掃  

学校だより」「夢を紡ぎて」の５

月号でご紹介した「長っ子見守り

隊」の山口さんですが、春子さん

とご紹介しましたが、正しくは

「山口千春さん」です。 

訂正してお詫びいたします。 


